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社会福祉法人愛知いのちの電話協会

名古屋いのちのｔＦ７！
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罰７・１・「なぜ死んではいけないのですか？・ 」

名古屋市自殺対策連絡協議会委員
愛知県自秘対策推進協議会委貝
岐阜県自殺総合対策協議会委貝

花 井 幸

ても過言ではない。死は、誰もが等しく約束され
たひとつの真実なのである。ところが、私たちは
最も根本的なこの「生と死」の問題から、実は目
を背け続けて平凡な日常を、生きているのではな
いだろうか。
だから、今さら他人から「絶対死んではならな

い」とか「一生懸命生きなさい」といわれても、

死を決意した心には響かないのです。いやむしろ、
ありきたりな「生」への押しっけが、逆に「死」
を選択させてしまうのかもしれない。
「死の否定と生への強制」は、不条理で欺砺に

満ちた人間社会そのものであり、生きることに疲
れた人にとっては、それはまさに頁逆な「生の否

人は生まれると同時に、死に向かっていると言（

-

一

自ら命を絶つこと
昨年（２００８年）の自殺者数は３万２２４９人（警

察庁２００９年５月１４日発表）。１９９８年以来１１年
連続で年間の自殺者数が３万人を超えている日
本。１日で８８人もの日本人が、自ら命を絶っ（
いることになる。
一方、世界ではどうであろう。世界の自殺者

の数が毎年約１００万人に上ることが、英国とベル
ギーの調査結果で先頃明らかになった（２００９年４
月１６日付ロイター）。これは、４０秒間に１人の
割合で自殺者が出ていることになる。
凄まじい数字である。実際は、先に挙げた社会

的偏見や遺族への配慮などがあり、実数はさらに
大きな数字であることが容易に想像がっく。また、
未遂者を含む自殺の可能性を否定できないものを
入れると、途方もない悲劇的な数字が浮かび上が
る。

今まさに世界中の人が、生きる意味を求めてい
るといえる。しかしながら、人は生きる意味を求
める一方で、死を選択しているのである。確かに、

苦しみを共有する覚悟をもって
- 今 が つ ら い と 思 う あ な た に 一

はじめに命ありき…
「人はなぜ死んではいけないのでしょう？」
それは、希望もなく、こんなにもっらく苦しい

人生を「人はなぜ生きなければならないのでしょ
う？」といった問いかけにも似ている。しかしな
がら、自死の既遂者は、既にーつの答えを自らの
結論として出している。そして、その遺されたも
のたち、つまり自死遺族は、その問いをひたすら
自問自答し、終わることなく毎日問い続けている
のである。
もちろん、答えなど出てこない。
ある人は無神経にも言う、「もし人が自ら死を

選べば、遺された家族はいかに大変な思いをする
か、どんなにか苦しい気持ちでいるのかを、遺族
を見れは容易に分かるだろう。もっと自死遺族の
声を世に出Ｉして、その状況を宣伝すべきだ」と。
しかし、遺族の苦しみは、愛すべき人を失った悲
しみだけではない。いまだ存在する自死への社会
的偏見に苦しみ、自らの無力さに愕然とし、「す
ぐにでも後を追わなけれはならないのではない
か」という壮絶な葛藤を抱え、激しい自責の念と
やり場のない怒りを繰り返す毎日を送っているの
である。
先に述べたように、遺された遺族の悲惨さを強

調することだけで、命の大切さを訴えることは、
単に遺族の哀しみを踏み台にしているだけであ
り、人の命の救済に何の解決も与えない。
遺族の苦しみや悲しみを分かち合えない社会

は、今まさに消えゆかんとする命どころか、切な
くも懸命に生きている遺族の心情すら救えない無
力な社会だと断言できる。では、人は絶え間なく
襲い来る死への誘惑に、どう向き合えはいいのだ
ろうか？
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定と死への強制」になりかねないのである。

人は弱い存在なのだから…
ここるの体力、うｔ衰えてしまい、自分で感情や行

動のコントロールが効かな。くなることは、誰にだ
ってある。ちゃんと、自分なりには頑張っている
のに、なかなか上手くいかないことなどは、世の
中には沢山ある。
ところが自分の中で、もう頑張れないと諦めた

とき、採るべき選択肢を豊富にもっている人など、
そんなにはいないだろう。その人が、まじめで責
任感があり、他人に優しく思いやりのある人なら
ば、なおさらである。しかし誠に残念ながら、結

ＴＪ：として、そういう人こそが自死に至る事例が多
く、多くの遺族を苦しめているのである。
うつ病になってしまう人も、そうなめだろう。

家庭や職場、学校での人間関係に思い悩み、スト
レスに押しつぶされ、ついには自らの心が壊れて
しまう。
人間は決して強い存在ではない。むしろ、弱い

存在なのだと、皆が理解しなければならない。苦
しみ悩んでいる人は、今この時が苦しいのである。
この世の中には「苦しみから逃れるための死」と
いう誘惑が存在する、ということを忘れてはなら
ないのである。だから、先に示したように、今苦
しんでいる人に「頑張って生きよう１」は「さら
に苦しめ１」にしか聞こえなくなってしまうので
ある。
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ＴＩきる苦しみと命の大切さ

厚生労働省の発表によると、２００７年時点にお
ける日本人の平均寿命は８２．５９歳（男性７５１７９．１９
歳、女性が８５．９９歳）という。今がつらく苦しい
人にとっては、高齢長寿社会なんぞは、さらに続
いていく苦しみの延長時間にしか感じられないだ
ろう。苦しいだけの人生ならば、あと何十年もあ
る残りの人生がとても嫌になる。自分のような人
間が、生きていて何か役立つのだろうか、つらい
ことを悩み苦しむのです。
もちろん、「命は大切なもの」。それは誰もが知

っている当たり前のこと。当然、死を決意する者
たちも、皆十分に知っている。ただ、死を急ぐ者
たちが最も知りたいのは、「命の大切さ」の真実
なのです。

- ３ -

もう自分の人生を、頑張って生きることに疲れ
てしまった。そのー方で、生毒諺曼味は分からな
くても、死はすべての人が間違いなく向かってい
る行き先なのだ、ということは理解している。不
条理で不確実な実社会に身を置くことは、誰もが
不安でしょうがないのだが、自分で実感できる唯
一確実なものが、自分の死だけというのはあまり

にも寂しい現実である。

生きとし生けるものとして、すべての人が命の
実感をもつことが必要
今、多くの人が「生きている実感がない」とい
う。ところがそれは、「死への実感もない」のと
同じ事なのです。確かに、私たちは「命の実感」
を持つことが難しい社会で生きているのかもしれ
ない。
なぜ苦しくとも、生きねばならないのか。どう
して人は、自殺を止めさせようとするのか。
苦悩する者達は、間違いなく真実の言葉を求め

ている。ただ残念ながら、私は死を決意した人
の心を変えるほどの力を持ち合わせてはおりませ
ん。但し、苦しみを共有する：１ミｔ悟は持ち合わせて
います。
私たち自身が、人の死を止めたいなら、「生へ

の実感」を自ら感じることが必要です。これまで、
私たちの社会が見て見ないふりをしてきた、人間
の「生と死」の問題に対し、皆が真剣かつ正直に

向き合う決意と覚悟を持たなければならないのだ
と思います。そうでなければ、死を悟る者と真剣
に対峙するということなど、出来るはずがないの
です。
真っ暗な暗闇にさまよいながら、歩くことに疲

れた人が欲しいものは、遠い未来の希望の光では
ありません。自分が今いる、この足元を照らして
くれるほんの小さな灯り、あなた自身が持ってい
るほんの小さな心のともし火なのだと思います。
今がっらいと思うあなたに伝えたい。
私たちは、苦しみを共有する覚悟を持っている
ということを。

（リメンバー名古屋自死遺族の会代表幹事）

※僕はいつも傾聴させてもらうときに、次の相田みつをさ

んの言葉を、心で繰り返しています。（１２頁に掲載）



２００８年度事業報告
２００８年度も愛知いのちの電話協会の電話相談活動に、多くの方々から温かいご支援とご協力を賜りまし

た。心より感謝申し上げます。またこの一年間、相談活動が一日の休みもなく続けられましたのも、相談員

の方々のたゆまぬご奉仕のお蔭と改めて敬意と謝意を申し上げます。

１９８５年の開局以来、；３８１、００８件の電話相談を受信いたしました。２００１年からは厚生労働省の補助事業とし

て、自殺防止のフリーダイヤル週間が始まって、７年目の２００８年度は毎月１０日に施行されることとなりま

した。ここ１１年、年間３万人の自殺者をだしており、その防止対策ということで全国的な取り組みとして、

いのちの電話の果たす役割が非常に高まっていることの表れかと思われます。こうした利用者からのニーズ

に対応していくために、２００７年１２月には電話回線を１本増やして３回線フル活用で当たることになりまし

た。これを達成するためには、電話相談員の増員ということがあります。そのために「電話相談ボランテ

ア養成講座」の見直しがあり、２００５年の１５期養成講座からは、一年研修で講座を修了し、その後に更にｔ

ケ月の実地電話相談研修という新しい取り組みがはじまりました。２００８年９月には１７期生の相談員として

３５名が認定されました。その養成に携わってくださった、先生方と養成スタッフのご努力で多くの相談員

の育成が可能となり、更に養成の趣旨と方式で続行された１８期生は、２００９年２月には１８名が修了し、そ

の後のインターン研修１；こはいり順調に進んでいます。

また２０１０年は、名古屋いのちの電話開局２５周年を迎える節目の年となります。その記念行事も企画委員

を中心に準備を進めております。

ｉりき琴ｏ。
◎ ・ 委 員 長 水 谷 た か し

第１８期の入門講座は３０人で始まった。後期講座へは２３人が進み、２月１９日、１８人が終了式を経て６

ヶ月のインターン研修に入っている。この４年間は、①先輩スタッフによる集団指導②電話応対モデルに

よる研修③モニター研修を３本社とするカリキュラムを採用し、定着してきた。

／ら、

この数年、全国の電話相談はセックスコーラーと電話依存症のマニアに時間を独占されるのが悩みであ・（″゛｀

たが、名古屋でもいのちの電話本来の目的を取り戻すよう養成講座の内容を組み変えてきた。

ところで、このごろの年３万人余の自殺者の８０％はうつ病と考えられるが、それならば精神病理を学ん

で電話に応用するかといえば無理である。電話というメディアで治療ができるはずはない。古典的な来談者

中心療法で、それも１時間ばかりで相手の人格変容を実現するのは不可能である。傾聴反復を繰りかえして
いると相手はおちょくられていると感じて怒り出すこともある。

いのちの電話創設の願いは「よき隣人」になることであった。死を決心して、最後にこの世に何か自分の

存在を残しておきたいという気持からわれわれの電話につながったとしたら、たとえ引き止めることができ

なくてもこの世の思い出にあたたかい人間の声が聞けてよかったと思ってもらえたらそれでいい。医療知識

や応対技術、聞き役に徹する技術に追われてきたような気がする。話し合えてよかったと思われるような「よ

き隣人」、本当はそれが一番むつかしい人間性の修練という養成課題である。実は２０年も続いている継続

研修こそがそのための誇るべき伝統なのである。

- ４ -



相

広報委員会の仕事は、①年３回の機関紙「名古屋いのちの電話」の発行②資金づくりと協会の活動ＰＲ
のためのチャリティ・イペント③賛助会員と相談員宛に手作りの誕生日カードの発送などが主な柱にな

っています。

機関紙は７１号から７３号までの３号を発行しました。紙面には日頃名古屋いのちの電話の活動にご協力い

ただいている評識員や継続研修の講師などの方々に、生命観の形成の関する考察、愛知県の自殺対策、子ど
丿ちの発達障害やＤＶ相談の対応、ナラティブ・セラピーの方法論など、それぞれ専門分野からの発言や報告

を寄稿していただきました。７３号（０９年３月）からは年間のシリーズ企画として、特集「なぜ死んではい

けないのですか？‥・」をスタートさせました。深刻な自殺問題について、３号連続で多角的に考えてみ

ようとする試みです。これからの紙面にどうぞご期待下さい。

チャリティ・コンサートは１１月２９日、岐阜市出身‘のシャンソン歌手・遠藤伸子さんのリサイタル「歌は

私の祈り」を開催しました。お馴染みのクリスマス・ソングやシャンソンの名曲の数々を歌いあげる遠藤さ

んの熱唱に、小さい会場ならではのライブの楽しさをたっぷり味わうことができました。
一つ懸念されるのは、コンサートのチケット販売が年々漸減傾向にあることです。わずかな制作費で魅力

的な企画をという難しい課題を背負っているわけですが、時代の趨勢として善意の協力に多くを依存するチ

ャリティ・コンサート自体を見直す時期に来ているのかもしれません。

- ５ -

委 員 長 安 藤 和 彦Ｊｉ噛・回喰ｏ・。

Ｏ Ｏ
Ｏ 委 員 長 兼 田 智 彦

相談委員会は、ワーカーズグループのスタッフ（環境改善グループ、担当編成グループ、カルテの会、緊

急連絡員グループ、統計係、ペルの会、事務局の代表者）が集まり以下の仕事を行いました。

①電話相談の高い質を保つために、：登録した電話相談員１８７名が、年１回の登録更新研修会をはじめとし

て、継続研修は１８のグループに分かれて毎月行いました。さらに、各相談員が年１回のスーパーピジョ
ンを行うとともに、相談員がだれでも参加できる公開講座を実施しました。

②電話相談を受けて心理的なサポートが必要になる相談員のケアとボランティアを続けていただくための

サポート。

③電話相談の担当を２４時間３６５日休みなく続けるためのシフトを組む担当編成の仕事は、担当編成グル

ｚ９、（ダ‾ブと各継続研修が分担して行゜ています。この仕事が無ければヽ円滑な担当が行えません。おかげでヽ
相談件数がこれまでの最高の２５、９６４件となりました。

④電話相談が快適に行えるための施設の清掃と環境改善は環境改善グループが行っています。清掃は各継

続グループも分担して行っています。２００８年度は相談室の環境を改善するため、エアコンの更新・大掃除・

掲示の張り替え・トイレの一部の塗り替え・不要物の廃棄などを行いました。

／爾・、



○ 委 員 長 田 中 正 樹

日頃名古屋いのちの電話の財政を支えてくださる賛助会員、法人の各関係者に感謝申し上げます。

２００８年度の決算と、今年度の予算を報告申し上げます。

２００８年１０月、アメリカの金融危機を発端に世界的な不況が波及し、我が国も例外ではなく事態は深刻な

状況になりました。雇用問題、景気の先行きが不安な時代を迎えています。こうした社会情勢を反映し、収

入の部では予算対比では８５％に落ち込みました。その顕著な変化は、養成講座の受講料で、ここ数年続い

た多数の応募者が激減したことにあります。その傾向は今年度にも見られると考え、予算面では前年度より

１００万円の減額でたてております。賛助会費、寄付金の合計も前年度より２５％減で、大変苦しい状況です。
一方支出面では事務費一般を極力削減し、予算対比では７４％にとどめ、収支のバランスを押さえる努力

を し ま し た 。 今 年 度 の 予 算 面 で は 大 き な 変 動 を み ず 前 年 度 と ほ ぼ 同 じ に た て て い ま す。 （ ：

社会経済の不安な中に、ここに寄せられる電話相談件数も増加し、大幅に深刻さが増しております。利用゛‘

者のこうした要求に電話回線がフル活用できるようにと、２００７年１２月からは３回線に増やしその対応に努

めております。こうしたボランティアの活動を可能にし続けられますのも、ご寄付くださった皆様方のご支

援の賜物と、この紙面を借りて感謝申し上げます。

◎ＯＯ 委 員 長 植 田 望

２００８年の１年間に全国で自殺した３２、２００人のうち、３０代の自殺者は４、８５０人で過去最多となり、生活苦

での自殺者も増加している。

名古屋いのちの電話は２４時間３６５日、相談電話を取り続けて２４年になります。相談員と運営にかかわる

組織が車の両輪となって、いのちの電話を支えています。
いのちの電話は、養成・相談・財務・広報・総務の５つの委員会及びベルの会（相談員全員参加の会）・

友の会（ＯＢ会）によって構成されています。事務局がこれら実動部隊をとりまとめる実務を担当しています

最近の新聞紙上でも自殺問題は大きな社会問題として取り上げられ、愛知県や名古屋市も本腰を入れて取ｔ

組むなかで、名古屋いのちの電話も組織として行政や他機関との関わりが増大しています。必然的に事務局

の業務はそれら対外的な業務との関係が増加しています。

総務委員会の役割は「組織全体にかかわる内容を把握し事務局を支えながら、名古屋いのちの電話が円滑

に運営されるための裏方の役割」と認識しています。

総務委員会は定期的に開催され、日常業務に関わる諸問題について事務局長を支えて、意見交換や調整を

行ない、事務局の業務がとどこおりなく遂行できるようお手伝いをしています。

来年は名古屋いのちの電話が創立されて２５周年を迎えます。２５周年記念行事を行う委員会も発足し動き

出しました。事務局は日常の業務に合わせて２５周年記念行事の裏方を受け持つことになります。皆様方の

ご支援とご協力をよろしくお願いします。

- ６ -
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２００８年度収支計算書
・＠四 円

科 目 決 算 額
（貸方）収入の部

助成金
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（法人）
寄付金（個人）
寄付金（法人）
年末募金
登録更新料
講座受講料
受取利息
雑収入
当期収入合計（Ａ）
前期繰越

．収入合計（Ｂ）

（借方）支出の部
事業費

研修費
広報費
連盟分担金

（事業費合計）
管理費
人件費
需要費
法定福利費
旅費・交通費
家賃

こ 共 益 費
ダ 光 熱 水 道 費

営繕費
賃借料
通信費
文具印刷費
消耗品費
雑費
東海地震対策費
２５周年記念事業準備金

（管理費合計）
当期支出合計（Ｃ）
当期収支差額（Ａ）-（Ｃ）
次 期 繰 越 （ Ｂ ） - （ Ｃ ）

！｝００，０００
１１６０，０００
４８０，０００
３；Ｅ１６，０００
２．３３０，０００
３，２２０，４９０
１，（：）７゙８，７５３
８５７，０００
２２７，０００
１，４６６．０００
１．５９０，２５８
１，６８０，１８９
１５，０２５，６９０
１２，８４９，５２６

；２７，８７’５，２１６

；２刀３，４４４
４３６，５６０
；３７７，０００

；３，５ｊ１７，００４

１５Ｊ（Ｍ，７５０

６０，０００
８００

１！周８，０００

６００，１５４
１６３，４８５
３３２，９９７
；３５９２３４
４７．９５８
１８６，７０４
２３１，２５０

１！μ）０，０００

１１，９８５，３３２
１１５，５３２，３３６
△５（）６，６４６
１２，３４２，８８０

２００９年度予算
単位：円

科 目 予 諒 額
（貸方）収入の部

助成金
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（法人）
寄付金（個人）
寄付金（法人）
年末募金
講座受講料
受取利息
雑収入
当期収入合計（Ａ）
前期繰越

収入合計（Ｂ）
（借方）支出の部

事業費
研修費
広報費
連盟分担金
諸会費
調査研究費
会議費

（事業費合計）
管理費
人件費
需要費
法定福利費
旅費・交通費
家賃
光熱水道費
営繕費
賃借料
通信費
文具印刷費
消耗品費
雑費
東海地震対策費
２５周年記念事業準備金

（管理費合計）
当期支出合計（Ｃ）
当期収支差額（Ａ）-（Ｃ）
次 期 繰 越 （ Ｂ ） - （ Ｃ ）

１３００，０００
１，（）００，０００
（５００，０００
ｊ１００，０００
２，５００，０００
１！μ）０，０００
１，５００，０００
１，０００，０００
２μ）０，０００
１，２００，０００
５０，０００

１３，１５５０，０００
１２，；３４２，８８０

２１５，１３９２，８８０

ｊ１加０，０００
（５００，０００
；３２０，０００
１０，０００
３０，０００
２０，０００

ｊ１β８０，０００

５，２００，０００

；？００，０００
５０，０００

２，８９８，０００
７００，０００
５００，０００
３２５，０８０
５００，０００
２００，０００
５００，０００
ｊ１００，０００
１，（）００，０００
２μ）０，０００

１４，４７３，０８０
１９，４５３，０８０
△｛５４３９，８００
６，４３９，８００

- ７ -



グラフで見る名古屋いのちの電話

０２４年間の受信件数の推移（１９８５年フ月～２００８年１２月）

１９８５年の開局からの受信件数は、３８１、００８件でした（うち無言電話６８、８６４件を含む）。２００８年度の１日あたりの平均受信件数は
７１件になります。
２００１年度から始まりました厚生労働省の後援による自殺予防のフリーダイヤルは８年目を迎えました。毎月１０日になり、２ＣＸ）８

年は１２回行いました。８５０件のうち自殺志向の電話は２０８件で、全体の２４．５％でした。

０２４年間の受信件数（１９８５年～２００８年）

１９８５ １９８６ １９８７ １９８８ １９８９ １９９０ １９９１ １９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７

男性 １４６５ ３６２６ ４７２１ ７６０３ ６９７９ ５６７０ ４９７０ ５２１０ ６０６９ ５５１４ ６０２５ ６０３８ ６３０１

女性 １９０５ ４０７１ ４７００ ５２２４ ３９０５ ３４６９ ３８３６ ４０９４ ４３０６ ４１２５ ３９１１ ３９６６ ４９４０

無言 ５７３ １４６６ ２２２７ ４３５６ ４２３２ ３５０４ ２８８２ ３１８９ ３３０６ ２９８１ ２３８５ ２２８５ １９４２

合計 ３９４３ ９１６３ １１６４８ １７１８３ １５Ｕ６ １２６４３ １１６８８ １２４９３ １３６８１ １２６２０ １２３２１ １２２８９ １３１Ｂ３

（

７９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２０Ｄ２ ２００３ ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ 合 計
男性 ６３０１ ５９８９ ７３６４ ９８００ ８１１４ ９０３ ９２１５ ８６４７ ８９９２ ８５１９ ８７９９ ９４７７ １６４２８０

女性 ４９４０ ６３９２ ８２８９ ８３５７ ８７４９ ８０１０ ７８８５ ８３４８ ８５４６ ８７４３ １０９１６ １３１７７ １４９８６４

無言 １９４２ １９１３ ２６１０ ３９６２ ２６１７ ２７日３ ３１８４ ３０５１ ２２２３ ３０９０ ２７９２ ３３１０ ６６８６４
合計 １３１８３ １４２９４ １８２６３ ２２１１９ １９４８０ １９９６６ ２０２８４ ２００４６ １９７６１ ２０３５２ ２２５０７ ２５９６４ ３８１００Ｂ

１００００

８０００

６０００

４０００

２０００

０

２５０００

２００００

１５０００

１００００

５０００

０

㎜ 男 性
口 女 性-
口 無 言

１ ９ ８ ５ ８ ６ ８ ７ ８ ８ ８ ９ ９ ０ ９ １ ９ ２ ９ ３ ９ ４ ９ ５ ９ ６ ９ ７ ９ ８ ９ ９ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ３ ０ ４ ０ ５ ０ ６ ０ ７ ０ ８

Ｊ 一 合 計

１ ９ ８ ５ ８ ６ ８ ７ ８ ８ ８ ９ ９ ０ ９ １ ９ ２ ９ ３ ９ ４ ９ ５ ９ ６ ９ ７ ９ ８ ９ ９ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ ３ ０ ４ ０ ５ ０ ６ ０ ７ ０ ８

- ８ -
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２００８年相談内容別受信件数（１月～１２月）〔除く無言電話〕

人生 家族 夫婦 男女 対人 医療 教育 性 法律経済 情報提供 その他 総計

総計
男 ２，０５２ ５３４ ４６０ ５６８ ７０１ ２、２６４ ６２ ６４１ １１５ １２７ １，９５３ ９，４７７

女 ２，４５０ ２，２１０ ８５９ ５０１ １，７６７ ４，５４４ １４５ ７４ １５４ １６２ ３１１ １３，１７７

計 ４，５０２ ２，７４４ １，３１９ １，０６９ ２，４６８ ６．８０８ ２０７ ７１５ ２６９ ２８９ ２．２６４ ２２．６５４

昌

∠｜，５４４

６２１

６刻

１，９５３

ｔ

£

男９，４７７件

ｉ１１
-

１６２-

２，２６４

匝

り｜
-

３１１

女１；３，１７７件

リ６ワ

２，０５２

５３４

４６０

５６８

ワ０１

- ９ -

８５９

５０１

２．４５０

２．２１０

四 人 生
ロ コ 鏃
ＩｌｍⅢヨ
㎜ １ 々
図廻対人
麟 目 回
麟ＨＩ回
皿 せ
㎜法律経済
匿且情報提供
口やｙのｔ

四 人 生
口 〇
皿 皿 回
㎜ 匹
ｌ盈翌押人
匠 麟 験
麟ＨＩ回
ｍ ｔ
㎜ｊ２１４１Ｈ
回逡１情報提供
口々 り）ｆｔｈ



ご援助ありがとうございます
２００９年２月より５月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共に
ご報告申し上げます。（順不同・敬称略）
なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。

賛 助 会 員 Ａ
俊
貞
子
モ
ー
ニ

邦
利
亨
卜
亮

辺
岡
合
藤
尾
田

渡
長
落
伊
樫
岩
名古屋学院大学宗教部

賛助会員Ｂ
イ
子
助
子
子
子
三

タ
愛
康
純
和
佳
徳

森
田
井
美
口
田
島

金
吉
笠
新
山
前
豊

賛助会員Ｃ
子
紀
口
子

弘
厚
ヒ
和

村
栗
木
栗

川
小
植
小

保
覚
一
道
子

洋

洋

田
原
嶋
矢
畑

笠
塩
小
小
大
田

夫
男
子
夫
子

靖
良
玲
恒
祐

枝
本
安
岡
村

今
橋
冨
牧
大

愛知日野自動車㈱

彦
明
子
子
夫
子
吾

靖
一
尋
英
佳
謙

谷
田
戸
藤
内
富
井

粕
岩
神
武
宮
常
今

介
夫
子
夫

晋
恒
陽
幹

川
嶋
沢
植

中
岡
井
柘

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理事畏

聖霊奉侍布教修道女会

子
子
宏
子
江
望
子

青

圭

鈴

幸

茂

橋
田
野
見
本
田
上

高
岩
小
朝
山
植
村

子
子
江
良

洋
壽
１
　
和

頭

野

見

鬼
水
林
鷲

藤
嶋
川
井
口
馬
本

伊
武
細
平
溝
相
榎

野
西
川
中

水
寺
細
田

田
月
上
本
岡

太
望
川
木
吉

子
子
拓
子
治
子

雅
米
瑞
興
幸
久美江

真
一 雄

美代子
節 子

山
田
室
村
籐

青
秋
小
中
杉
多和田
寺 西

野村純一
財務委員会

喜久雄
千年成
厚 成
精之助
満智子

玄（
あや子
美奈子
かつ代
はる子
いみ子
佐稚代

中 出 智 恵 子
須 藤 ヨ シ 子
朝倉夏雄・建子
早 川 み ど り

日本人の大切なコミュニケーションのーつに、お辞儀による挨拶があります。挨拶

占としてのお辞儀なのに、お互いに何度も繰り返して頭を下げる場面をしばしば目にし

こ｀ます。お辞儀に関わらず、挨拶はなぜ一度だけで終わらないのでしょうか。そんな風’；商に思っている時にある精神分析家の面白い文章を見つけました。

「日本人同士お辞儀による挨拶は、あたかもどちらがより深く相手に頭を下げたかを
競い合うような形で繰り返される。この無限連鎖的なやりとり（最後まで相手の過剰な表現を受け取
る事なく終わるやりとり）は、お互いに明確な優劣や雌雄を決することを永久に回避する装置のよう
なものといえよう。…中略…さらにはこの無限連鎖型のコミュニケーションは、優劣や責任の所在だ
けではなく、分離や別離のプロセスにも見られる。そこでは挨拶が反復され、繰り返されることで、
別離の痛みや辛さを否認したり和らげたりする形で用いられるのである」（岡野憲一郎「罪の日本語
臨床」北山修、山下達久編２００９）
このように日本文化では、繰り返す挨拶の中で無意識のうちに「名残」（余韻、余情）を惜しむことで、

お互いに自分たちの気持ちを少しずつ引き受けてもらいながら自然に癒され、自分を取り戻していた
ようです。しかし今ではこのような「名残」を惜しむことが少なくなり、そのことは今を生き辛くさ
せ て い る 一 因 か も し れ な い と 思 わ せ ら れ ま し た 。 ケ レ
電話相談でも、私たちは利用者の方々が「自分」を取り戻すための「名残」に付き合い、「別離」

と の 折 り 合 い を つ け る お 手 伝 い を し て い る の か も し れ ま せ ん 。 （ Ｋ ． Ｋ ）
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一
子
子

鍍
宏
京

田
内
崎

岩
竹
山

山
小
樋

田 敦
川
口 次

日本福音ルーテル復活教会婦人会

寄付金
香
小
加
新
林
永
鈴
牧
宮
へ

子
泰
子
子

信
邦
倫
純

取
川
藤
美

小夜子
井 洋 子
木 智
智恵子

里 及 子
トリック南山教会

代
浩
雄

子
孝
子
柚
子
美
子
子
美

づ

泰
吉
し
徳
雅
多
昭
昌
好

野
垣
川
崎
藤
部
田
崎

久
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名古屋神召キリスト教会興徳寺佐久間敬止
禰 オ チ アイネク サス ㈱ み ど り 造 園
学 校 法 人 金 城 学 院 宗 教 法 人 建 中 寺
日本キリスト教団名古屋北教会社会奉仕委貝会
カ ト リ ッ ク 布 池 教 会 黒 金 化 成 ㈱
愛 知 教 会 女 性 の 会 幼 き 聖 マ リ ア 修 道 会

歳末募金・クリスマス募金
金森タイ
東山カトリック教会

カトリック小牧教会
日本キリスト教団名古屋教会

法人賛助
イ リ ヤ 化 学 ㈱ 武 田 機 工 ㈱
新 明 工 業 ㈱ ト ヨ タ 紡 織 ㈱
㈱ 青 山 製 作 所 ア サ ダ ㈱
日本基督教団金城教会福祉社会委員会

助成金
社会福祉法人束海テレビ福祉文化事業団

゛ し

ホ ー ユ ー ㈱
興 禅 寺
栄 冠 幼 稚 園
㈱ オ テ ィ ッ ク ス
㈱ ホ ン ダ コ ー ポ レ ィ シ ョ ン

島
下
村

青
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鈴

藤
藤
野
田
山
田
田
部

伊
加
浅
秋
西
石
宮
鰐

美代子
タカ子
美登里

恵美子
みゆき
恵美子
あや子
えつこ
朗 子
喜代子
可壽子

束名サニタリー㈱
崇覚寺
鳴海修道院
光ケ丘女子高等学校
㈱中外

日本キリスト教団中京教会
日本基督教団南山教会

杉 山 工 業 ㈱ 大 須 観 音 宝 生 院
社団法人名古屋中村法人会
中 央 精 機 ㈱ 崇 覚 寺

愛知県共同募金

賛助会員を募集しています

㈱槌屋
立松モールドエ業㈱

ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をいただきありがとうございます。心からお礼申し上げ
ます。会員の皆様の倍旧のご支援と会員増加の運動にもお力添えを賜りますようお願いします。
社会福祉法人として寄付金の税法上優遇措置が受けられます。誠に失礼ですが振込票を同封させてい
ただきます。ご利用くだされば幸いです。
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法人会員年間５万円・１０万円・２０万円
賛助会員（年間１口）Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円一般寄付はご自由な金額で結構です
夏期・年末寄付

口座名社会福祉法人愛知いのちの電話協会
口座番号三菱東京ＵＦＪ銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
お問い合わせ…社会福祉法人愛知いのちの電話協会名古屋いのちの電話事務局Ｓ９７１-５１８１
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〔友の会だより〕
「友の会」では、去る４月２９日に２００９年度の総会を開催し、和やかな懇親のうちに活動の状況を確認し合い、今
年度も会員の増強をはかり、奉仕活勁の拡大につとめることを申し合わせました。
いのちの電話は相談員を始め有志の方々のさまざまなかたちの奉仕により形成され推進されていますので、私たち

「友の会」は必要に応じてこれらの方々を支え、その奉仕活動を応援する働きにっとめたいと願っています。そして
一人でも多くと、仲間を募っています。お問い合わせ、ご提言は随時下記役員または事務局にお寄せ下さい。皆様の

さらに積極的な参加をお持ちしています。

会長木本精之助副会長金森タイ書記太田智恵子会計中川幸子
監事常富佳子連絡員菅原美智子、吉田愛子、斉藤延枝

〔編集後記〕
特集「なぜ死んではいけないのですか？‥・」は好評をもって迎えられていますが、シリーズ２回目は「リメン
バー名古屋自死遺族の会」の花井幸二さんにお願い致しました。花井さんは遺族の方々の悲しみや苦しみ、社会の偏

見などを肉声をもって語りつつ、「死の否定と生への強制」は全く逆な意味を持ちかねないと話しています。「苦し
を共有する私たちがいる」というメッセージは、添えられた相田みっをさんの優しい詩と共に私たちの心のなかで亡
き合うように感じます。
この号は２００８年度の事業報告をさせていただきました。どうぞご意見ご感想をお聞かせ下さい。

この「名古屋いのちの電話」の機関紙は、共同募金配分金によって作成さ
れたものです。

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-８６９１
事 務 局 酋
相 談 電 話 ａ
携帯相談電話

名古屋東郵便局私轡箱第２５７号
（腿-９７１．-５１８１
０１５２-９７１-４３４３
ＮＴＴドコモ東海「＃９５５６」
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